平家取材能三曲に見る様式美の考察について by 上村, 敦之
・ 小 諭 の ねらい
った
差 が あ る 。
世阿弥作の平家取材能より、





鬼 界 島 （ 俊 寛 ） 」 が そ れで あ る 。







老 体と中将物 と い
こ こでは、
「平 家 」といった 同 一 の 原 作 に 取 材 し た 三 作
が、
脚 本 構 成 上 で ど の よ う な 様 式 に 描 か れ て い る か 、
そ の
様 式 美 の 相 違 を 考 察 し て み た 。









ロ ー チ ヘ の 展 望 が 将 来 志 向 さ れ たい。
一 、 頼 政 、
忠 度 の 対 比 （ そ の
l
) (1






洛 陽 を 見 終 え た ので 南
都を志 向 し よ うと思うといい、




シ コ エ ） で 、
山・川
・ 橋
・ 里 す ぺ て 絶 景で 説 明 の 里 人 が ほ
し いと促して シ テ の 登 場 を 待 つ 。別 表 一 、
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劇 的 盛り 上 りに宮 ん でいる 。















健 な 漢 語 調 で サシを語り、
「上ノ詠」で、
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しかし、平家哀話のメ イ ン テ ー マ と して有名な素 材だけに頼政に比し写実性はか
なり強いといえよ
う。
































































































































能 楽 へ の 演 出 と 、
．巾広い領域にわたるだけに、
に わ か に 作 品 の 長 短 優 劣 を 断
ず ろ わ け に は い く ま い 。
ここでは、
そ の 特 色 を 簡 単 に 列 記
す る に 留 め る 。
頼政は、
段 構 成 の 典 型 に 近 く 、




持 つ 。 特 に 、
後半、
主 人 公 の 影 は 恋
れ、
敵 方 忠 綱 ら の
合戦諜が印象的で、
やヽ曲としての統一性、
純 度 を 欠 く の





で あ る 。 単 な ろ 武 人 の 軍 事 の み で な
く 、
それに俊成とのか
か わ り 、
勅 撰 集 の 自 歌 入 集 へ の 未 練 等 の 文 芸 面 が 色 濃 く 、
忠度最後の場面や俊成宅への立寄りの描写など、
謡い手読
み 手 を 酔 わ す だ け の 内 容 も あ る 。
た だ 「 行 き 暮 れ て





更 に 歌 の
内 容 と 株 僧 へ の シ テ の 対 応 が 今 一 歩 融 合 感 を 欠 ぐ と 思 う 。







と い う く だ り と あ い ま っ て 、
現 在 能 な ら で は の 、
史 上 有 名
な 人 間 悲 劇 の 典 型 を す さ ま じ く 無 限 の 余 情 を た た え て 表 現じている。
作 に 見 ら れ る よ う な 、
中 入 前 後 の シ テ の 変 身 、
後 場 で の ワ
キ の 待 謡 と い っ た 類 型 に と ら わ れ ず 、
終 始 、
鬼 住 む 島 に 一
人 残 さ れ 、
や が て 、
こ の 島 で 生 を 終 え る こ と に な る 、
反 清
盛 派 の か つ て の 高 官 リ ー ダ ー の 自 己 半 生 へ の 懺 悔 、
清 盛 に




足 な が ら 描 か れ 、
ワキや舟子たらの冷酷なシテヘの応待も、
そ の 官 僚 的 忠 実 さ や 消 盛 の 俊 寛 へ の 憤 激 の 大 き さ な ど を もう か が わ せ て 現 実 味 を ま す 。
こ の 小 論 は 、
更 に 、
段落内の小段、
句 文 な ど の 連 鎖 、
表
現 内 容 の 曲 全 体 へ の 貢 献 度 な ど 多 く の 研 究 課 題 を 留 保 し たものであることを付記して終りとする。
（ 涅 山 商 業 高 校 教 諭 ）
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